
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

長野県福祉人材センターへの登録者数2,700人

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

―

260 -

合計 13,425 6,091

2,700人 649人 未達成

－

成果目標の達成状況

項目

長野県福祉人材セ
ンターへの登録者数

事業番号 04 07 25 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 潜在保育士掘り起こし事業 担
当
課

部局 県民文化部

３　子育て支援体制の充実 実施期間 H27 ～ H27

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

法令により、保育の実施主体は市町村であるが、市町村が円滑な保育を行うための支援等は県
の役割とされている。

課・室 こども・家庭課

総合５か年
計画

プロジェクト E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－２　子育て先進県の実現

県民との協働による実施： 実施は困難

保育士資格を所有しながらも保育士として勤務していない潜在保育士の現状把握、掘り起こしを行い、質の高い保育を確保する。

・全国的に保育士が不足しており、長野県においても同様に保育士確保が難しい状況。
・一方、保育士資格を取得しながらも保育士として就職しない、または保育士として就職しても結婚・出産を機に離職し、その後復職しない
というケースが多くある。

目指す姿

現状
（予算編成

時）

再就職を支援するための研修
会

直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）
保育士登録者へのアンケート
調査

委託
郵送により就業についての意向調査
就業意欲のある潜在保育士をデータベース化

10,556 5,831 -

就労講座（保育園の現状について等）　県内10地域 2,869

13,425

合計（A) 0 0
―

27年度 28年度

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

0 13,425

概　算
人件費

0.10

0

6,091

0

0 0 0 0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・当該事業は単年度事業のため、平成28年度は実施しない。
・平成28年度からは、保育士等修学資金貸付等事業において、潜在保育士の復職にあたり就職準備金や保育料の貸付を実施するなど、
より直接的な支援を行っていく。

目標に対
する成果
の状況

24,920人の保育士登録者にアンケート調査を実施し、半数の12,000人程度の回収を想定していたが、実際の回収率が27％（6,790人）と
低く、また、そのうち保育士として就業していない者が3,030人、さらに、そのうち就業希望者は1,369人と母数が低かったため目標達成に
至らなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 6,919 0

0 828

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

13,425

mailto:kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

